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HOKUTO NEWS

　今年は雨の降らない暑い日が続いたかと思うと、その後
はじめじめとした梅雨のような肌寒い時期が続き、極端な天
候となっています。その影響か、昨年に比べるとアブラムシ
やうどんこ病などの発生が目立つものの、かけはしの菜園
では育てている野菜が次々に収穫時期を迎えています。今
年、最初に収穫できたのはつるなしいんげんです。すぐに
莢がふくらんで固くなるので、こまめに収穫する必要があり
ます。やさいクラブという園芸療法の活動で収穫をするの
ですが、夢中になっていんげんを摘み取られる方、大きなズ
ッキーニが採れると手に掲げて喜ばれる方など、収穫は大
きな楽しみとなっています。今年は新型コロナウィルス感染
対策の影響で調理活動があまりできないため、多く採れた
ものは1階受付に置いて、ご家族さまやデイケアを利用され
る方など、来所された方におすそわけをしています。また「ご
ちそうさまカード」というものを作成し、野菜を持ち帰られた
方に、どんな風にして食べたか、味はどうだったか等をアン
ケートにお答え頂く取り組みを始めました。ご自身が育てた
野菜をどのように楽しんでもらったかを知ったり、「ありがと
う」とのメッセージはやりがいにつながるものです。野菜を介
してあたたかな交流が生まれることを願っています。

園芸療法12ヵ月 24

8月 「ごちそうさまカード」

02

十勝自立支援センター
介護老人保健施設 かけはし

植物のある環境や植物を育てることを用いて、対象とな
る方々の心身機能維持、回復に取り組む。
日本園芸療法学会認定・上級園芸療法士。

園芸療法士

剱持 卓也

老健かけはしBlog（ブログ）
園芸療法の取り組みやかけはしのイベント
情報等、随時更新。ぜひご覧ください。

其の4

ヨーグルトムースのトマトジャムかけ
作り方

❶ヨーグルトに砂糖を加え、なめらかに
なるまで混ぜ合わせる。
❷水にゼラチンを入れて溶かし、レンジ
で30秒温めたものを①に加えよく混
ぜる。
❸生クリームを6分立てに泡立てる。
❹②に③の生クリームを加え素早く混
ぜ合わせ、冷蔵庫で2時間ほど冷やす。
❺トマトは熱湯に入れ湯むきし、種を取
りざく切りにする。
❻小鍋に⑤とレモン汁を入れ、沸騰した
ら中火にし、途中でアクを取りながら
約10分煮る。砂糖を入れ、かき混ぜと
ろみがつくまでさらに煮込む。
❼冷やしたムースにジャムをかける。

ヨーグルトムース
●プレーンヨーグルト
　......................200g
●生クリーム....100cc
●水................... 50cc
●粉ゼラチン......... 5g
●砂糖.................40g

トマトジャム
●トマト............ 大1個
●砂糖.................40g
●レモン汁 ....大さじ1

材料〈4人分〉

腸内環境を整えてくれるヨーグルトに
抗酸化作用のあるトマトのジャムを合わせました。 エネルギー 186KCal

たんぱく質 ........4.4ｇ
脂質 ...................12.1ｇ
炭水化物..........15.8ｇ
塩分 ......................0.2ｇ
食物繊維.............0.5ｇ

栄
養
価

専門家が教える
第18回

栄養科 管理栄養士 小林 真由
1
人
あ
た
り

園芸療法12ヵ月
専門家が教える 健康レシピ
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Aβの蓄積
による老人斑

タウ蛋白による
神経原繊維変化

脳の
構造的
変化
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記憶力
低下

正
常

異
常

認知正常 認知症
臨床的病期

軽度認知機能障害

〈バイオマーカーの値〉

Jack CR,Lancet Neurol.,2010;9;119（改）

アルツハイマー型
認知症の二大病理像

兵庫県淡路島生まれ。国
立循環器病センター、神
戸市立中央市民病院な
ど脳卒中診療の最前線
で修練を積んだ後、ラリー
で訪れた十勝に魅せられ、
2007年夏、神戸から北斗
病院入職

脳神経内科
検診センター

金藤 公人

　
北
斗
の
認
知
症
戦
略
に
つ
い
て

　〜脳
ド
ッ
ク
の
活
用

金
藤
先
生
／
北
斗
病
院
（
脳
神
経

内
科
）
で
は
、
十
勝
地
区
の
認
知

症
に
関
す
る
啓
発
活
動
と
し
て
、

2
0
1
1
年
頃
よ
り
臨
床
心
理
士

と
共
に
郡
部
計
5
カ
所
で
講
演
活

動
を
行
い
、
地
域
の
認
知
症
患
者

さ
ん
を
診
て
下
さ
る
現
場
の
医
師

や
看
護
師
、
介
護
士
さ
ん
た
ち
と

の
情
報
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
脳

血
流
検
査
な
ど
の
機
器
と
専
門
の

臨
床
心
理
士
に
よ
る
神
経
心
理
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
、
正
し
い
認

知
症
診
断
か
ら
の
治
療
介
入
を
行

い
、
地
域
の
先
生
方
に
お
返
し
す

る
病
診
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
と
闘
う
、認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
〜
北
斗
の
取
り
組
み

金
藤
先
生
／
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
65
歳
以

上
の
人
の
中
で
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
の
占
め
る
割
合
は
現
在
15
%

超
と
さ
れ
、
日
本
の
人
口
が
1
億

人
を
下
回
る
2
0
5
0
年
に
は
65

歳
以
上
が
全
人
口
の
約
1
/
3
を

占
め
、
そ
の
う
ち
認
知
症
患
者
は

27
%
、
1
0
1
6
万
人
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ

た
病
気
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
根
本

的
治
療
は
未
だ
見
い
だ
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
多
少
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
最
初
の

薬
ア
リ
セ
プ
ト
（
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）

も
20
年
を
超
え
、
あ
と
か
ら
出
た

3
種
類
の
薬
も
、
も
う
10
年
を
超

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ

新
し
い
薬
は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　一
方
、
認
知
症
全
体
の
60
〜
70

%
で
最
も
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
に
対
し
て
は
、
近
年
飛

躍
的
に
そ
の
知
見
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
認
知
症
の
一
番
の

原
因
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ

（
A
β
）
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が

脳
内
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

最
も
問
題
な
の
は
、
図
に
示
す
よ

う
に
症
状
が
出
て
く
る
約
20
年
も

前
か
ら
、
こ
れ
が
始
ま
っ
て
お
り
、

実
際
に
記
憶
障
害
が
あ
ら
わ
れ
る

頃
に
は
、
A
β
は
脳
全
体
に
相
当

量
蓄
積
し
て
お
り
、
す
で
に
不
可

逆
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　現
在
あ
る
「
疾
患
改
善
薬
」
と

さ
れ
る
4
種
類
の
薬
以
外
に
は
、

疾
患
（
病
態
）
修
飾
薬
と
い
う
病

態
に
比
較
的
直
接
作
用
す
る
薬
が

期
待
さ
れ
、
A
β
蓄
積
に
対
し
て
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
や
経
口
β

サ
イ
ト
切
断
酵
素
（
B
A
C
E
）

阻
害
剤
な
ど
多
く
の
薬
剤
が
臨
床

治
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
期
待
通
り
の
効
果
を
示
さ

ず
、
こ
と
ご
と
く
頓
挫
し
て
お
り
、

現
在
も
未
だ
新
し
い
薬
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
認
知
症

に
「
良
く
効
く
」
薬
＝
根
本
的
治

療
薬
が
世
に
出
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。
で
は
、

我
々
は
今
後
の
人
類
社
会
に
お
い

て
最
大
の
敵
と
も
言
え
る
「
認
知

症
」
に
対
し
て
、
無
力
で
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
し
か
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？

　特効
薬
の
な
い

　今だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ
と

　
金
藤
先
生
／
2
0
1
1
年
、

LancetN
eurology

と
い
う
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、

修
正
可
能
な
因
子
で
あ
る
「
身
体

の
不
活
発
さ
や
喫
煙
、
糖
尿
病
、

中
年
期
の
肥
満
や
高
血
圧
な
ど
」

が
関
連
す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
は
全
体
の
20
〜
30
%
と
想

定
さ
れ
、
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と

で
相
当
数
が
予
防
可
能
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
根
本
的
治
療
と
い

う
武
器
が
な
い
今
、
こ
う
し
た
危

険
因
子
に
早
期
か
ら
介
入
し
て
是

正
（
治
療
）
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
認
知
症
と
闘
い
、
同
時
に
心
臓

病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

も
予
防
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
や
ら
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
6
年
よ
り
原
則
60
歳
以
上

の
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
簡
易
認
知
機
能
検
査

（
M
S
P
：
も
の
忘
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、

約
10
%
の
方
が
異
常
を
疑
わ
れ
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
病
態
の
説
明

や
更
な
る
専
門
的
検
査
を
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　認
知
症
疑
い
と
さ
れ
た
人
た
ち

と
、
そ
う
で
な
い
正
常
群
を
比
べ

て
み
る
と
、
高
齢
で
高
血
圧
の
人

の
割
合
が
多
い
な
ど
動
脈
硬
化
リ

ス
ク
が
高
い
傾
向
が
わ
か
り
ま
し

た
。
他
に
も
認
知
症
と
飲
酒
と
の

関
係
や
肥
満
な
ど
体
重
と
の
関
連
、

心
房
細
動
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
学
会
で
積
極
的
に

発
表
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
加
え
、

後
に
鴫
原
医
師
が
詳
細
を
述
べ
ま

す
M
E
G
（
脳
磁
図
）
を
用
い
た

脳
機
能
と
認
知
症
と
の
関
連
等
の

結
果
も
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
「
生
活
習
慣
を
是
正
す

る
こ
と
で
、
避
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
認
知
症
」
が
あ
る
こ
と
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
で

は
主
に
60
歳
以
上
の
方
に
認
知
機

能
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
積
極
的
に
希
望
さ
れ

る
方
全
員
に
検
査
し
、
「
認
知
症

を
阻
止
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
要

因
」
を
早
く
見
出
し
て
、
認
知
症

あ
る
い
は
そ
の
予
備
軍
の
方
々
に

一
早
く
良
い
方
向
に
介
入
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ま
だ
計
画
段
階
で
す
が
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
や
認
知
機
能
が
低
下
し
た

方
々
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
な

ど
に
つ
い
て
も
、
脳
ド
ッ
ク
で
早

め
に
適
正
な
認
知
機
能
評
価
を
行

い
、
実
際
に
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
等
を
用
い
て
、
訓
練
や
啓

発
を
行
っ
て
い
く
「
運
転
に
関
す

る
ド
ッ
ク
」
を
企
画
中
で
す
。
車

が
な
い
と
生
活
し
て
い
け
な
い
十

勝
で
は
、
「
頭
ご
な
し
に
運
転
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

状
態
を
知
っ
た
上
で
、
自
動
車
と

共
存
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
自
分

ら
し
く
活
発
に
人
生
を
謳
歌
し
て

も
ら
お
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
考
え
て
い
ま
す
。

認知症
特集

│
│
歳
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、誰
も
が
気
に
な
っ
て
く
る
認
知
症
。そ
ん
な
認
知

症
に
つ
い
て
、北
斗
で
の
取
り
組
み
を
脳
神
経
内
科
の
金
藤
先
生
と
精
密
医
療
セ

ン
タ
ー 

鴫
原
先
生
、老
健
か
け
は
し
品
田
施
設
長
補
佐
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
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材料〈4人分〉

腸内環境を整えてくれるヨーグルトに
抗酸化作用のあるトマトのジャムを合わせました。 エネルギー 186KCal

たんぱく質 ........4.4ｇ
脂質 ...................12.1ｇ
炭水化物..........15.8ｇ
塩分 ......................0.2ｇ
食物繊維.............0.5ｇ

栄
養
価

専門家が教える
第18回

栄養科 管理栄養士 小林 真由
1
人
あ
た
り

園芸療法12ヵ月
専門家が教える 健康レシピ
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Aβの蓄積
による老人斑

タウ蛋白による
神経原繊維変化

脳の
構造的
変化

脳機能
低下

記憶力
低下

正
常

異
常

認知正常 認知症
臨床的病期

軽度認知機能障害

〈バイオマーカーの値〉

Jack CR,Lancet Neurol.,2010;9;119（改）

アルツハイマー型
認知症の二大病理像

兵庫県淡路島生まれ。国
立循環器病センター、神
戸市立中央市民病院な
ど脳卒中診療の最前線
で修練を積んだ後、ラリー
で訪れた十勝に魅せられ、
2007年夏、神戸から北斗
病院入職

脳神経内科
検診センター

金藤 公人

　
北
斗
の
認
知
症
戦
略
に
つ
い
て

　〜脳
ド
ッ
ク
の
活
用

金
藤
先
生
／
北
斗
病
院
（
脳
神
経

内
科
）
で
は
、
十
勝
地
区
の
認
知

症
に
関
す
る
啓
発
活
動
と
し
て
、

2
0
1
1
年
頃
よ
り
臨
床
心
理
士

と
共
に
郡
部
計
5
カ
所
で
講
演
活

動
を
行
い
、
地
域
の
認
知
症
患
者

さ
ん
を
診
て
下
さ
る
現
場
の
医
師

や
看
護
師
、
介
護
士
さ
ん
た
ち
と

の
情
報
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
脳

血
流
検
査
な
ど
の
機
器
と
専
門
の

臨
床
心
理
士
に
よ
る
神
経
心
理
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
、
正
し
い
認

知
症
診
断
か
ら
の
治
療
介
入
を
行

い
、
地
域
の
先
生
方
に
お
返
し
す

る
病
診
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
と
闘
う
、認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
〜
北
斗
の
取
り
組
み

金
藤
先
生
／
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
65
歳
以

上
の
人
の
中
で
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
の
占
め
る
割
合
は
現
在
15
%

超
と
さ
れ
、
日
本
の
人
口
が
1
億

人
を
下
回
る
2
0
5
0
年
に
は
65

歳
以
上
が
全
人
口
の
約
1
/
3
を

占
め
、
そ
の
う
ち
認
知
症
患
者
は

27
%
、
1
0
1
6
万
人
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ

た
病
気
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
根
本

的
治
療
は
未
だ
見
い
だ
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
多
少
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
最
初
の

薬
ア
リ
セ
プ
ト
（
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）

も
20
年
を
超
え
、
あ
と
か
ら
出
た

3
種
類
の
薬
も
、
も
う
10
年
を
超

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ

新
し
い
薬
は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　一
方
、
認
知
症
全
体
の
60
〜
70

%
で
最
も
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
に
対
し
て
は
、
近
年
飛

躍
的
に
そ
の
知
見
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
認
知
症
の
一
番
の

原
因
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ

（
A
β
）
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が

脳
内
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

最
も
問
題
な
の
は
、
図
に
示
す
よ

う
に
症
状
が
出
て
く
る
約
20
年
も

前
か
ら
、
こ
れ
が
始
ま
っ
て
お
り
、

実
際
に
記
憶
障
害
が
あ
ら
わ
れ
る

頃
に
は
、
A
β
は
脳
全
体
に
相
当

量
蓄
積
し
て
お
り
、
す
で
に
不
可

逆
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　現
在
あ
る
「
疾
患
改
善
薬
」
と

さ
れ
る
4
種
類
の
薬
以
外
に
は
、

疾
患
（
病
態
）
修
飾
薬
と
い
う
病

態
に
比
較
的
直
接
作
用
す
る
薬
が

期
待
さ
れ
、
A
β
蓄
積
に
対
し
て
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
や
経
口
β

サ
イ
ト
切
断
酵
素
（
B
A
C
E
）

阻
害
剤
な
ど
多
く
の
薬
剤
が
臨
床

治
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
期
待
通
り
の
効
果
を
示
さ

ず
、
こ
と
ご
と
く
頓
挫
し
て
お
り
、

現
在
も
未
だ
新
し
い
薬
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
認
知
症

に
「
良
く
効
く
」
薬
＝
根
本
的
治

療
薬
が
世
に
出
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。
で
は
、

我
々
は
今
後
の
人
類
社
会
に
お
い

て
最
大
の
敵
と
も
言
え
る
「
認
知

症
」
に
対
し
て
、
無
力
で
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
し
か
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？

　特効
薬
の
な
い

　今だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ
と

　
金
藤
先
生
／
2
0
1
1
年
、

LancetN
eurology

と
い
う
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、

修
正
可
能
な
因
子
で
あ
る
「
身
体

の
不
活
発
さ
や
喫
煙
、
糖
尿
病
、

中
年
期
の
肥
満
や
高
血
圧
な
ど
」

が
関
連
す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
は
全
体
の
20
〜
30
%
と
想

定
さ
れ
、
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と

で
相
当
数
が
予
防
可
能
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
根
本
的
治
療
と
い

う
武
器
が
な
い
今
、
こ
う
し
た
危

険
因
子
に
早
期
か
ら
介
入
し
て
是

正
（
治
療
）
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
認
知
症
と
闘
い
、
同
時
に
心
臓

病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

も
予
防
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
や
ら
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
6
年
よ
り
原
則
60
歳
以
上

の
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
簡
易
認
知
機
能
検
査

（
M
S
P
：
も
の
忘
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、

約
10
%
の
方
が
異
常
を
疑
わ
れ
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
病
態
の
説
明

や
更
な
る
専
門
的
検
査
を
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　認
知
症
疑
い
と
さ
れ
た
人
た
ち

と
、
そ
う
で
な
い
正
常
群
を
比
べ

て
み
る
と
、
高
齢
で
高
血
圧
の
人

の
割
合
が
多
い
な
ど
動
脈
硬
化
リ

ス
ク
が
高
い
傾
向
が
わ
か
り
ま
し

た
。
他
に
も
認
知
症
と
飲
酒
と
の

関
係
や
肥
満
な
ど
体
重
と
の
関
連
、

心
房
細
動
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
学
会
で
積
極
的
に

発
表
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
加
え
、

後
に
鴫
原
医
師
が
詳
細
を
述
べ
ま

す
M
E
G
（
脳
磁
図
）
を
用
い
た

脳
機
能
と
認
知
症
と
の
関
連
等
の

結
果
も
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
「
生
活
習
慣
を
是
正
す

る
こ
と
で
、
避
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
認
知
症
」
が
あ
る
こ
と
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
で

は
主
に
60
歳
以
上
の
方
に
認
知
機

能
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
積
極
的
に
希
望
さ
れ

る
方
全
員
に
検
査
し
、
「
認
知
症

を
阻
止
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
要

因
」
を
早
く
見
出
し
て
、
認
知
症

あ
る
い
は
そ
の
予
備
軍
の
方
々
に

一
早
く
良
い
方
向
に
介
入
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ま
だ
計
画
段
階
で
す
が
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
や
認
知
機
能
が
低
下
し
た

方
々
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
な

ど
に
つ
い
て
も
、
脳
ド
ッ
ク
で
早

め
に
適
正
な
認
知
機
能
評
価
を
行

い
、
実
際
に
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
等
を
用
い
て
、
訓
練
や
啓

発
を
行
っ
て
い
く
「
運
転
に
関
す

る
ド
ッ
ク
」
を
企
画
中
で
す
。
車

が
な
い
と
生
活
し
て
い
け
な
い
十

勝
で
は
、
「
頭
ご
な
し
に
運
転
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

状
態
を
知
っ
た
上
で
、
自
動
車
と

共
存
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
自
分

ら
し
く
活
発
に
人
生
を
謳
歌
し
て

も
ら
お
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
考
え
て
い
ま
す
。

認知症
特集

│
│
歳
を
重
ね
て
い
く
に
つ
れ
、誰
も
が
気
に
な
っ
て
く
る
認
知
症
。そ
ん
な
認
知

症
に
つ
い
て
、北
斗
で
の
取
り
組
み
を
脳
神
経
内
科
の
金
藤
先
生
と
精
密
医
療
セ

ン
タ
ー 

鴫
原
先
生
、老
健
か
け
は
し
品
田
施
設
長
補
佐
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

脳神経内科　 検診　 　  精密医療セ
ンター

セ
ンター
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自立支援

水分摂取 栄養摂取

日常の運動 自然排便

4つの

1日1500ml以上の
水分摂取

日常の基本歩行を
目指す訓練

おむつや下剤を
使用しない自然な排便

1日1500kcal以上
の栄養摂取

基本ケア

状態
（症状）
認知症

病気
アルツハイマー病
などの脳の病気

原因
年齢を
重ねる

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
脳
の
約
80
％
、
筋
肉
の
約
70

％
は
水
分
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
分
が
失
わ
れ
る

と
、
頭
が
ボ
ー
っ
と
し
て
認

知
症
で
も
な
い
の
に
判
断
が

悪
く
な
る
症
状
が
出
た
り
、

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く

な
る
な
ど
日
常
生
活
に
問
題

が
出
て
き
ま
す
。
高
齢
の
方

は
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
の
を

嫌
が
り
、
水
分
摂
取
を
控
え

が
ち
に
な
る
の
で
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
他
に
必
要

な
ケ
ア
は
次
の
通
り
で
す
。

②
運
動
ケ
ア

　日
常
生
活
中
の
活
動

力
を
改
善
・
維
持
す

る
た
め
の
歩
行
を
中

心
と
し
た
運
動
ケ
ア

③
栄
養
ケ
ア

　そ
の
活
動
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ

か
り
と
補
う

④
排
泄
ケ
ア

　下
剤
に
頼
り
す
ぎ
ず
、

自
然
排
便
を
促
す

　
北
斗
の
認
知
症
戦
略
に
つ
い
て

　
〜
脳
ド
ッ
ク
の
活
用

金
藤
先
生
／
北
斗
病
院
（
脳
神
経

内
科
）
で
は
、
十
勝
地
区
の
認
知

症
に
関
す
る
啓
発
活
動
と
し
て
、

2
0
1
1
年
頃
よ
り
臨
床
心
理
士

と
共
に
郡
部
計
5
カ
所
で
講
演
活

動
を
行
い
、
地
域
の
認
知
症
患
者

さ
ん
を
診
て
下
さ
る
現
場
の
医
師

や
看
護
師
、
介
護
士
さ
ん
た
ち
と

の
情
報
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
脳

血
流
検
査
な
ど
の
機
器
と
専
門
の

臨
床
心
理
士
に
よ
る
神
経
心
理
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
、
正
し
い
認

知
症
診
断
か
ら
の
治
療
介
入
を
行

い
、
地
域
の
先
生
方
に
お
返
し
す

る
病
診
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、

り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
重
症
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
方
で
も
、

認
知
症
が
軽
い
人
も
い
ま
す
し
、

そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
「
脳
の
病

気
」
と
「
認
知
症
」
の
関
係
は
、

と
て
も
複
雑
な
の
で
す
。

　「認
知
症
は
良
く
な
ら
な
い
」

　は本
当
で
し
ょ
う
か

鴫
原
先
生
／
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
を
治
す
薬
は
無
い
」
「
薬
は
進

行
を
遅
ら
せ
る
だ
け
」
と
い
う
話

を
、
耳
に
さ
れ
た
方
は
多
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

「
認
知
症
が
良
く
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
「
脳

の
病
気
」
の
重
症
度
と
、
「
認
知

症
」
の
重
症
度
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
「
脳
の
病

気
」
が
良
く
な
ら
な
く
て
も
、

「
認
知
症
」
が
良
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
逆
に
「
脳
の
病
気
」

は
ほ
と
ん
ど
進
行
し
て
い
な
い
の

に
、
「
認
知
症
」
が
急
激
に
悪
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
「
環
境
が
変
わ
っ
た
と
た
ん
、

も
の
の
数
日
で
ボ
ケ
ち
ゃ
っ
た
」

な
ど
と
い
う
話
を
、
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
さ

す
が
に
数
日
で
、
脳
の
病
気
が
そ

ん
な
に
進
む
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
逆
に
、
脳
の
病
気
を
治
療

し
た
わ
け
で
な
く
て
も
、
認
知
症

が
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
の
は
た
ら
き
は
、
心
理
面
も
含

め
た
全
身
の
体
調
で
大
き
く
変
わ

る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か

け
で
、
認
知
症
は
良
く
な
っ
た
り

悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
認
知
症
が
良
く
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
お
薬

も
重
要
な
の
で
す
が
、
何
よ
り
も

大
切
な
の
が
、
生
活
の
改
善
、
ケ

ア
、
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

品
田
施
設
長
補
佐
／
私
ど
も
の
施

設
「
老
健
か
け
は
し
」
で
行
っ
て

い
る
、
認
知
症
ケ
ア
（
リ
ハ
ビ
リ

も
含
め
て
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
か
け
は
し

で
は
、
認
知
症
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
入
所
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対

し
て
生
活
と
体
調
改
善
に
必
要
な

4
つ
の
基
本
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

①
水
分
ケ
ア

　は
じ
め
に
最
も
大
切
な
水
分
ケ

ア
に
つ
い
て
。
意
外
に
思
わ

金
藤
先
生
／
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
65
歳
以

上
の
人
の
中
で
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
の
占
め
る
割
合
は
現
在
15
%

超
と
さ
れ
、
日
本
の
人
口
が
1
億

人
を
下
回
る
2
0
5
0
年
に
は
65

歳
以
上
が
全
人
口
の
約
1
/
3
を

占
め
、
そ
の
う
ち
認
知
症
患
者
は

27
%
、
1
0
1
6
万
人
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ

た
病
気
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
根
本

的
治
療
は
未
だ
見
い
だ
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
多
少
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
最
初
の

薬
ア
リ
セ
プ
ト
（
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）

も
20
年
を
超
え
、
あ
と
か
ら
出
た

3
種
類
の
薬
も
、
も
う
10
年
を
超

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ

新
し
い
薬
は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　一
方
、
認
知
症
全
体
の
60
〜
70

%
で
最
も
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
に
対
し
て
は
、
近
年
飛

躍
的
に
そ
の
知
見
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
認
知
症
の
一
番
の

原
因
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ

（
A
β
）
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が

脳
内
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

最
も
問
題
な
の
は
、
図
に
示
す
よ

う
に
症
状
が
出
て
く
る
約
20
年
も

前
か
ら
、
こ
れ
が
始
ま
っ
て
お
り
、

実
際
に
記
憶
障
害
が
あ
ら
わ
れ
る

頃
に
は
、
A
β
は
脳
全
体
に
相
当

量
蓄
積
し
て
お
り
、
す
で
に
不
可

逆
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　現
在
あ
る
「
疾
患
改
善
薬
」
と

さ
れ
る
4
種
類
の
薬
以
外
に
は
、

疾
患
（
病
態
）
修
飾
薬
と
い
う
病

態
に
比
較
的
直
接
作
用
す
る
薬
が

期
待
さ
れ
、
A
β
蓄
積
に
対
し
て
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
や
経
口
β

サ
イ
ト
切
断
酵
素
（
B
A
C
E
）

阻
害
剤
な
ど
多
く
の
薬
剤
が
臨
床

治
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
期
待
通
り
の
効
果
を
示
さ

ず
、
こ
と
ご
と
く
頓
挫
し
て
お
り
、

現
在
も
未
だ
新
し
い
薬
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
認
知
症

に
「
良
く
効
く
」
薬
＝
根
本
的
治

療
薬
が
世
に
出
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。
で
は
、

我
々
は
今
後
の
人
類
社
会
に
お
い

て
最
大
の
敵
と
も
言
え
る
「
認
知

症
」
に
対
し
て
、
無
力
で
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
し
か
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？

　特効
薬
の
な
い

　今だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ
と

　
金
藤
先
生
／
2
0
1
1
年
、

LancetN
eurology

と
い
う
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、

修
正
可
能
な
因
子
で
あ
る
「
身
体

の
不
活
発
さ
や
喫
煙
、
糖
尿
病
、

中
年
期
の
肥
満
や
高
血
圧
な
ど
」

が
関
連
す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
は
全
体
の
20
〜
30
%
と
想

定
さ
れ
、
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と

で
相
当
数
が
予
防
可
能
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
根
本
的
治
療
と
い

う
武
器
が
な
い
今
、
こ
う
し
た
危

険
因
子
に
早
期
か
ら
介
入
し
て
是

正
（
治
療
）
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
認
知
症
と
闘
い
、
同
時
に
心
臓

病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

も
予
防
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
や
ら
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
6
年
よ
り
原
則
60
歳
以
上

の
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
簡
易
認
知
機
能
検
査

（
M
S
P
：
も
の
忘
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、

約
10
%
の
方
が
異
常
を
疑
わ
れ
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
病
態
の
説
明

や
更
な
る
専
門
的
検
査
を
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　認
知
症
疑
い
と
さ
れ
た
人
た
ち

と
、
そ
う
で
な
い
正
常
群
を
比
べ

て
み
る
と
、
高
齢
で
高
血
圧
の
人

の
割
合
が
多
い
な
ど
動
脈
硬
化
リ

ス
ク
が
高
い
傾
向
が
わ
か
り
ま
し

た
。
他
に
も
認
知
症
と
飲
酒
と
の

関
係
や
肥
満
な
ど
体
重
と
の
関
連
、

心
房
細
動
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
学
会
で
積
極
的
に

発
表
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
加
え
、

後
に
鴫
原
医
師
が
詳
細
を
述
べ
ま

す
M
E
G
（
脳
磁
図
）
を
用
い
た

脳
機
能
と
認
知
症
と
の
関
連
等
の

結
果
も
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
「
生
活
習
慣
を
是
正
す

る
こ
と
で
、
避
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
認
知
症
」
が
あ
る
こ
と
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
で

は
主
に
60
歳
以
上
の
方
に
認
知
機

能
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
積
極
的
に
希
望
さ
れ

る
方
全
員
に
検
査
し
、
「
認
知
症

を
阻
止
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
要

因
」
を
早
く
見
出
し
て
、
認
知
症

あ
る
い
は
そ
の
予
備
軍
の
方
々
に

一
早
く
良
い
方
向
に
介
入
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ま
だ
計
画
段
階
で
す
が
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
や
認
知
機
能
が
低
下
し
た

方
々
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
な

ど
に
つ
い
て
も
、
脳
ド
ッ
ク
で
早

め
に
適
正
な
認
知
機
能
評
価
を
行

い
、
実
際
に
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
等
を
用
い
て
、
訓
練
や
啓

発
を
行
っ
て
い
く
「
運
転
に
関
す

る
ド
ッ
ク
」
を
企
画
中
で
す
。
車

が
な
い
と
生
活
し
て
い
け
な
い
十

勝
で
は
、
「
頭
ご
な
し
に
運
転
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

状
態
を
知
っ
た
上
で
、
自
動
車
と

共
存
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
自
分

ら
し
く
活
発
に
人
生
を
謳
歌
し
て

も
ら
お
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
考
え
て
い
ま
す
。

認知症
特集

│
│
│
鴫
原
先
生
、
「
認
知
症
」
と
は
何
か
を
改
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い

│
│
│
品
田
施
設
長
補
佐
、
介
護
老
人
保
健
施
設
か
け
は
し
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

精密医療（Precision 
Medicine）とは、画像
検査、生理検査、学術
論文など様々な医療情
報を統合し、患者さん
一人ひとりに最適な治
療を提供しようという、
新しい医療分野

精密医療センター
臨床研究支援センター

鴫原 良仁

鴫
原
先
生
／
認
知
症
と
は
、
「
脳

の
病
気
が
原
因
で
、
年
齢
で
は
説

明
で
き
な
い
ほ
ど
、
脳
の
は
た
ら

き
が
悪
く
な
り
、
生
活
に
困
る
よ

う
に
な
っ
た
状
態
」
の
事
を
言
い

ま
す
。
何
か
原
因
に
な
る
「
脳
の

病
気
」
が
あ
っ
て
、
「
脳
の
は
た

ら
き
が
悪
く
な
る
」
の
が
認
知
症

で
す
。
原
因
に
な
る
「
脳
の
病

気
」
で
一
番
有
名
な
の
は
「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
で
し
ょ
う
。
で

も
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
「
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病 

＝ 

認
知
症
」

で
は
な
い
の
で
す
。
「
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
」
と
「
認
知
症
」
の
関

係
は
、
「
風
邪
」
と
「
セ
キ
」
の

よ
う
な
関
係
で
す
。
風
邪
を
ひ
い

て
も
セ
キ
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
風
邪
が
軽
く
て
も
セ

キ
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ

MSP：もの忘れプログラムの様子

脳神経内科　 検診　 　  精密医療セ
ンター

セ
ンター
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自立支援

水分摂取 栄養摂取

日常の運動 自然排便

4つの

1日1500ml以上の
水分摂取

日常の基本歩行を
目指す訓練

おむつや下剤を
使用しない自然な排便

1日1500kcal以上
の栄養摂取

基本ケア

状態
（症状）
認知症

病気
アルツハイマー病
などの脳の病気

原因
年齢を
重ねる

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
実

は
脳
の
約
80
％
、
筋
肉
の
約
70

％
は
水
分
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
水
分
が
失
わ
れ
る

と
、
頭
が
ボ
ー
っ
と
し
て
認

知
症
で
も
な
い
の
に
判
断
が

悪
く
な
る
症
状
が
出
た
り
、

体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
く

な
る
な
ど
日
常
生
活
に
問
題

が
出
て
き
ま
す
。
高
齢
の
方

は
ト
イ
レ
が
近
く
な
る
の
を

嫌
が
り
、
水
分
摂
取
を
控
え

が
ち
に
な
る
の
で
、
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。
他
に
必
要

な
ケ
ア
は
次
の
通
り
で
す
。

②
運
動
ケ
ア

　日
常
生
活
中
の
活
動

力
を
改
善
・
維
持
す

る
た
め
の
歩
行
を
中

心
と
し
た
運
動
ケ
ア

③
栄
養
ケ
ア

　そ
の
活
動
に
必
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ

か
り
と
補
う

④
排
泄
ケ
ア

　下
剤
に
頼
り
す
ぎ
ず
、

自
然
排
便
を
促
す

　
北
斗
の
認
知
症
戦
略
に
つ
い
て

　
〜
脳
ド
ッ
ク
の
活
用

金
藤
先
生
／
北
斗
病
院
（
脳
神
経

内
科
）
で
は
、
十
勝
地
区
の
認
知

症
に
関
す
る
啓
発
活
動
と
し
て
、

2
0
1
1
年
頃
よ
り
臨
床
心
理
士

と
共
に
郡
部
計
5
カ
所
で
講
演
活

動
を
行
い
、
地
域
の
認
知
症
患
者

さ
ん
を
診
て
下
さ
る
現
場
の
医
師

や
看
護
師
、
介
護
士
さ
ん
た
ち
と

の
情
報
共
有
に
努
め
ま
し
た
。
脳

血
流
検
査
な
ど
の
機
器
と
専
門
の

臨
床
心
理
士
に
よ
る
神
経
心
理
検

査
を
組
み
合
わ
せ
て
、
正
し
い
認

知
症
診
断
か
ら
の
治
療
介
入
を
行

い
、
地
域
の
先
生
方
に
お
返
し
す

る
病
診
連
携
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　ま
た
、
検
診
セ
ン
タ
ー
で
は
、

り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
重
症
の

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
方
で
も
、

認
知
症
が
軽
い
人
も
い
ま
す
し
、

そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
「
脳
の
病

気
」
と
「
認
知
症
」
の
関
係
は
、

と
て
も
複
雑
な
の
で
す
。

　「認
知
症
は
良
く
な
ら
な
い
」

　は本
当
で
し
ょ
う
か

鴫
原
先
生
／
「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
を
治
す
薬
は
無
い
」
「
薬
は
進

行
を
遅
ら
せ
る
だ
け
」
と
い
う
話

を
、
耳
に
さ
れ
た
方
は
多
い
で
し

ょ
う
。
し
か
し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、

「
認
知
症
が
良
く
な
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
認

知
症
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
「
脳

の
病
気
」
の
重
症
度
と
、
「
認
知

症
」
の
重
症
度
は
、
必
ず
し
も
一

致
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
「
脳
の
病

気
」
が
良
く
な
ら
な
く
て
も
、

「
認
知
症
」
が
良
く
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
逆
に
「
脳
の
病
気
」

は
ほ
と
ん
ど
進
行
し
て
い
な
い
の

に
、
「
認
知
症
」
が
急
激
に
悪
く

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん

も
「
環
境
が
変
わ
っ
た
と
た
ん
、

も
の
の
数
日
で
ボ
ケ
ち
ゃ
っ
た
」

な
ど
と
い
う
話
を
、
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
さ

す
が
に
数
日
で
、
脳
の
病
気
が
そ

ん
な
に
進
む
こ
と
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
逆
に
、
脳
の
病
気
を
治
療

し
た
わ
け
で
な
く
て
も
、
認
知
症

が
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

脳
の
は
た
ら
き
は
、
心
理
面
も
含

め
た
全
身
の
体
調
で
大
き
く
変
わ

る
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か

け
で
、
認
知
症
は
良
く
な
っ
た
り

悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
で
は
、

ど
う
す
れ
ば
認
知
症
が
良
く
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
お
薬

も
重
要
な
の
で
す
が
、
何
よ
り
も

大
切
な
の
が
、
生
活
の
改
善
、
ケ

ア
、
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

品
田
施
設
長
補
佐
／
私
ど
も
の
施

設
「
老
健
か
け
は
し
」
で
行
っ
て

い
る
、
認
知
症
ケ
ア
（
リ
ハ
ビ
リ

も
含
め
て
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
か
け
は
し

で
は
、
認
知
症
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
入
所
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対

し
て
生
活
と
体
調
改
善
に
必
要
な

4
つ
の
基
本
ケ
ア
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

①
水
分
ケ
ア

　は
じ
め
に
最
も
大
切
な
水
分
ケ

ア
に
つ
い
て
。
意
外
に
思
わ

金
藤
先
生
／
超
高
齢
化
社
会
を
迎

え
た
我
が
国
に
お
い
て
、
65
歳
以

上
の
人
の
中
で
、
認
知
症
の
患
者

さ
ん
の
占
め
る
割
合
は
現
在
15
%

超
と
さ
れ
、
日
本
の
人
口
が
1
億

人
を
下
回
る
2
0
5
0
年
に
は
65

歳
以
上
が
全
人
口
の
約
1
/
3
を

占
め
、
そ
の
う
ち
認
知
症
患
者
は

27
%
、
1
0
1
6
万
人
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
あ
り
ふ
れ

た
病
気
と
な
っ
て
い
る
認
知
症
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
、
そ
の
根
本

的
治
療
は
未
だ
見
い
だ
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
多
少
、
進
行
を
遅
ら
せ

る
作
用
が
あ
る
と
さ
れ
る
最
初
の

薬
ア
リ
セ
プ
ト
（
ド
ネ
ペ
ジ
ル
）

も
20
年
を
超
え
、
あ
と
か
ら
出
た

3
種
類
の
薬
も
、
も
う
10
年
を
超

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ

新
し
い
薬
は
出
て
き
て
い
ま
せ
ん
。

　一
方
、
認
知
症
全
体
の
60
〜
70

%
で
最
も
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
に
対
し
て
は
、
近
年
飛

躍
的
に
そ
の
知
見
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。
こ
の
認
知
症
の
一
番
の

原
因
は
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ベ
ー
タ

（
A
β
）
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
が

脳
内
に
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
す
が
、

最
も
問
題
な
の
は
、
図
に
示
す
よ

う
に
症
状
が
出
て
く
る
約
20
年
も

前
か
ら
、
こ
れ
が
始
ま
っ
て
お
り
、

実
際
に
記
憶
障
害
が
あ
ら
わ
れ
る

頃
に
は
、
A
β
は
脳
全
体
に
相
当

量
蓄
積
し
て
お
り
、
す
で
に
不
可

逆
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。

　現
在
あ
る
「
疾
患
改
善
薬
」
と

さ
れ
る
4
種
類
の
薬
以
外
に
は
、

疾
患
（
病
態
）
修
飾
薬
と
い
う
病

態
に
比
較
的
直
接
作
用
す
る
薬
が

期
待
さ
れ
、
A
β
蓄
積
に
対
し
て
、

ア
ミ
ロ
イ
ド
ワ
ク
チ
ン
や
経
口
β

サ
イ
ト
切
断
酵
素
（
B
A
C
E
）

阻
害
剤
な
ど
多
く
の
薬
剤
が
臨
床

治
験
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
実

際
に
は
期
待
通
り
の
効
果
を
示
さ

ず
、
こ
と
ご
と
く
頓
挫
し
て
お
り
、

現
在
も
未
だ
新
し
い
薬
は
出
て
い

ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
、
認
知
症

に
「
良
く
効
く
」
薬
＝
根
本
的
治

療
薬
が
世
に
出
る
の
は
、
ま
だ
ま

だ
先
に
な
り
そ
う
で
す
。
で
は
、

我
々
は
今
後
の
人
類
社
会
に
お
い

て
最
大
の
敵
と
も
言
え
る
「
認
知

症
」
に
対
し
て
、
無
力
で
手
を
こ

ま
ね
い
て
い
る
し
か
な
い
の
で
し

ょ
う
か
？

　特効
薬
の
な
い

　今だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る
こ
と

　
金
藤
先
生
／
2
0
1
1
年
、

LancetN
eurology

と
い
う
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
よ
る
と
、

修
正
可
能
な
因
子
で
あ
る
「
身
体

の
不
活
発
さ
や
喫
煙
、
糖
尿
病
、

中
年
期
の
肥
満
や
高
血
圧
な
ど
」

が
関
連
す
る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型

認
知
症
は
全
体
の
20
〜
30
%
と
想

定
さ
れ
、
そ
れ
を
是
正
す
る
こ
と

で
相
当
数
が
予
防
可
能
と
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
根
本
的
治
療
と
い

う
武
器
が
な
い
今
、
こ
う
し
た
危

険
因
子
に
早
期
か
ら
介
入
し
て
是

正
（
治
療
）
す
る
こ
と
で
、
少
し
で

も
認
知
症
と
闘
い
、
同
時
に
心
臓

病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病

も
予
防
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
や
ら
な
い
手
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
0
1
6
年
よ
り
原
則
60
歳
以
上

の
脳
ド
ッ
ク
受
診
者
に
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
式
簡
易
認
知
機
能
検
査

（
M
S
P
：
も
の
忘
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
で
は
、

約
10
%
の
方
が
異
常
を
疑
わ
れ
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
病
態
の
説
明

や
更
な
る
専
門
的
検
査
を
勧
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　認
知
症
疑
い
と
さ
れ
た
人
た
ち

と
、
そ
う
で
な
い
正
常
群
を
比
べ

て
み
る
と
、
高
齢
で
高
血
圧
の
人

の
割
合
が
多
い
な
ど
動
脈
硬
化
リ

ス
ク
が
高
い
傾
向
が
わ
か
り
ま
し

た
。
他
に
も
認
知
症
と
飲
酒
と
の

関
係
や
肥
満
な
ど
体
重
と
の
関
連
、

心
房
細
動
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い

て
も
、
多
く
の
学
会
で
積
極
的
に

発
表
、
発
信
し
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
こ
う
し
た
デ
ー
タ
に
加
え
、

後
に
鴫
原
医
師
が
詳
細
を
述
べ
ま

す
M
E
G
（
脳
磁
図
）
を
用
い
た

脳
機
能
と
認
知
症
と
の
関
連
等
の

結
果
も
世
界
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

　ま
ず
は
「
生
活
習
慣
を
是
正
す

る
こ
と
で
、
避
け
ら
れ
る
か
も
し

れ
な
い
認
知
症
」
が
あ
る
こ
と
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
脳
ド
ッ
ク
で

は
主
に
60
歳
以
上
の
方
に
認
知
機

能
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今

後
は
さ
ら
に
積
極
的
に
希
望
さ
れ

る
方
全
員
に
検
査
し
、
「
認
知
症

を
阻
止
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
要

因
」
を
早
く
見
出
し
て
、
認
知
症

あ
る
い
は
そ
の
予
備
軍
の
方
々
に

一
早
く
良
い
方
向
に
介
入
で
き
る

よ
う
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
ま
だ
計
画
段
階
で
す
が
、

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

高
齢
者
や
認
知
機
能
が
低
下
し
た

方
々
が
引
き
起
こ
す
交
通
事
故
な

ど
に
つ
い
て
も
、
脳
ド
ッ
ク
で
早

め
に
適
正
な
認
知
機
能
評
価
を
行

い
、
実
際
に
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ

ー
タ
ー
等
を
用
い
て
、
訓
練
や
啓

発
を
行
っ
て
い
く
「
運
転
に
関
す

る
ド
ッ
ク
」
を
企
画
中
で
す
。
車

が
な
い
と
生
活
し
て
い
け
な
い
十

勝
で
は
、
「
頭
ご
な
し
に
運
転
を

禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の

状
態
を
知
っ
た
上
で
、
自
動
車
と

共
存
し
、
で
き
る
だ
け
長
く
自
分

ら
し
く
活
発
に
人
生
を
謳
歌
し
て

も
ら
お
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
考
え
て
い
ま
す
。

認知症
特集

│
│
│
鴫
原
先
生
、
「
認
知
症
」
と
は
何
か
を
改
め
て
教
え
て
く
だ
さ
い

│
│
│
品
田
施
設
長
補
佐
、
介
護
老
人
保
健
施
設
か
け
は
し
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

精密医療（Precision 
Medicine）とは、画像
検査、生理検査、学術
論文など様々な医療情
報を統合し、患者さん
一人ひとりに最適な治
療を提供しようという、
新しい医療分野

精密医療センター
臨床研究支援センター

鴫原 良仁

鴫
原
先
生
／
認
知
症
と
は
、
「
脳

の
病
気
が
原
因
で
、
年
齢
で
は
説

明
で
き
な
い
ほ
ど
、
脳
の
は
た
ら

き
が
悪
く
な
り
、
生
活
に
困
る
よ

う
に
な
っ
た
状
態
」
の
事
を
言
い

ま
す
。
何
か
原
因
に
な
る
「
脳
の

病
気
」
が
あ
っ
て
、
「
脳
の
は
た

ら
き
が
悪
く
な
る
」
の
が
認
知
症

で
す
。
原
因
に
な
る
「
脳
の
病

気
」
で
一
番
有
名
な
の
は
「
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
で
し
ょ
う
。
で

も
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
「
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病 

＝ 

認
知
症
」

で
は
な
い
の
で
す
。
「
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
」
と
「
認
知
症
」
の
関

係
は
、
「
風
邪
」
と
「
セ
キ
」
の

よ
う
な
関
係
で
す
。
風
邪
を
ひ
い

て
も
セ
キ
が
出
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
よ
ね
。
風
邪
が
軽
く
て
も
セ

キ
が
止
ま
ら
な
い
こ
と
だ
っ
て
あ

MSP：もの忘れプログラムの様子

脳神経内科　 検診　 　  精密医療セ
ンター

セ
ンター

- 5 - - 4 -
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地
域
に
安
心・信
頼・良
質
な
地
域
密
着
型
医
療・全
人
的
医
療
を

　私
は
2
0
1
6
年
10
月
か
ら
北
海

道
の
地
域
医
療
に
従
事
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
ご
縁
が
あ

り
、
新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新

得
町
の
大
自
然
と
J
R
列
車
が
疾
走

す
る
風
景
に
魅
惑
さ
れ
、
同
時
に
活

性
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
自
然
の
中

を
散
策
し
て
い
る
と
活
力
あ
る
息
吹

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
が
常
に
新
し
い
気
持
ち
で
協

調
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
対
し
、

安
心
で
信
頼
で
き
る
良
質
な
地
域
密

着
型
医
療
の
提
供
、
及
び
全
人
的
医

療
の
実
践
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
健
康
の
維
持
・
増
進
に
つ
な
が
る

予
防
医
療
を
更
に
発
展
・
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　現
在
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
機
能
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
①
新
し
い
検

査
装
置
（
血
液
自
動
分
析
装
置
・
画
像

検
査
装
置
﹇
C
T
･
M
R
I
﹈
・
上
下

部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
装
置
）
・
リ
ハ

ビ
リ
機
器
（
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
マ
シ
ー

ン
）
の
導
入
、
②
I
C
T
を
活
用
し
た

北
斗
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
断
・
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構
築

等
を
中
心
と
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

計
画
中
で
す
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
る
重
症
化
予
防
体
制
の
構
築
に

も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
中
に
次
の
こ
と
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
内
科
一
般
・
脳
疾
患
・
循
環
器
疾

患
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
皮
膚

科
等
の
一
次
医
療
の
充
実
・
強
化

●
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
導
入
に
よ
る
健

康
維
持
・
増
進
、
介
護
予
防

●
検
診
事
業
の
充
実
を
図
り
、
脳
血

管
障
害
・
心
筋
梗
塞
・
癌
・
認
知

症
等
の
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見

●
患
者
さ
ま
に
対
す
る
迅
速
な
専
門

的
医
療
の
提
供

　当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
結
果
的
に
地
域
の
皆
さ
ま
方
の

生
活
・
人
生
に
寄
り
添
い
、
患
者
さ

ま
の
立
場
を
尊
重
し
た
全
人
的
医
療

の
実
践
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長  

一
井

　雄
二

企業さまより医療材料他を
ご寄贈いただきました。
温かいご支援、ありがとうございます。

　新型コロナウイルス感染症流行に伴う医療材料不
足にあえぐ病院も多い中、医療従事者を気遣ってくだ
さる企業さまよりマスク、防護服、ゴーグル等医療材料、
その他をご寄贈いただきました。また、一般市民の方か
らもご寄付をいただきました。
　いただいた物品は地域医療のため、地域の皆さま
のため当法人職員でありがたく利用させていただきま
す。現場の医師、看護師、職員を代表し、心より感謝申
し上げます。

社会医療法人 北斗　理事長　鎌田　一

宮坂建設工業㈱
日立ヘルスケアシステムズ㈱
日本航空㈱
京セラ㈱
㈱ジャパン・メディカル・カンパニー
㈱ユニクロ
アリババクループ
レクサス帯広
フマキラー㈱
日本マクドナルド㈱
順不同（敬称略）2020年7月現在

寄贈頂いた企業

　こ
れ
ら
4
つ
の
ケ
ア
項
目
を
し

っ
か
り
と
行
う
だ
け
で
も
、
頭
と

カ
ラ
ダ
が
す
っ
き
り
し
て
認
知
症

の
症
状
が
軽
快
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

療
法
士
が
そ
の
方
の
能
力
に
合
わ

せ
て
難
易
度
を
調
整
し
た
認
知
機

能
賦
活
訓
練
や
運
動
を
介
し
た
課

題
を
提
供
し
ま
す
。

　ま
た
、
生
活
全
般
で
は
施
設
内

せ
る
よ
う
、
日
中
の
趣
味
活
動
や

や
り
が
い
の
あ
る
日
課
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
認
知

症
の
方
が
生
活
の
中
で
「
失
敗
」

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
衰
え
た

認
知
機
能
を
補
う
環
境
作
り
や
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
適
切
な
支
援
や
方

法
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　「認
知
症
も
良
く
な
る
場
合
が

　ある
」
を
科
学
的
に
解
明

鴫
原
先
生
／

　私
ど
も
の
「
か
け

は
し
」
だ
け
に
限
ら
ず
、
「
認
知

症
だ
っ
て
良
く
な
る
こ
と
が
あ

る
」
こ
と
は
、
医
療
・
介
護
関
係

者
は
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
説
得
力
が

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
よ
り
良

い
「
認
知
症
ケ
ア
」
を
提
供
す
る

に
は
、
「
認
知
症
の
程
度
」
を
科

学
的
に
測
っ
て
、
そ
れ
が
本
当
に

良
く
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示

す
べ
き
で
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ

て
「
認
知
症
の
程
度
」
を
測
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
「
心
理
検
査
」
は
と
て

も
重
要
で
、
頼
り
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
北
斗
病
院
に
は
、
「
脳
磁

図
」
と
い
う
、
「
脳
の
は
た
ら
き

を
測
る
」
こ
と
が
で
き
る
検
査
装

置
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
か

け
は
し
」
に

入
所
し
た
21

人
の
認
知
症

患
者
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、

心
理
検
査
と

脳
磁
図
検
査

を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、

3
カ
月
程
度

の
認
知
症
ケ

ア
の
前
後
で
、

認
知
症
の
程

度
と
脳
の
状

態
が
ど
う
変

わ
る
か
調
べ

て
み
ま
し
た
。

す
る
と
「
偶

然
」
で
は
説
明
で
き
な
い
程
度
に
、

認
知
症
の
症
状
が
改
善
し
、
そ
れ

と
呼
応
し
て
、
脳
の
働
き
に
も
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。
つ
ま
り
私
た
ち
が
普
段
か

ら
感
じ
て
い
る
「
認
知
症
だ
っ
て

良
く
な
る
こ
と
が
あ
る
」
は
、
気

の
せ
い
で
は
な
く
、
事
実
だ
と
い

う
事
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ

の
成
果
は
科
学
的
に
正
し
い
と
し

て
、
国
際
科
学
雑
誌
「
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ
」
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　最後
に

金
藤
先
生
／

認
知
症
は
未

だ
医
学
の
力

の
及
ぶ
範
囲

が
極
め
て
狭

い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ

ん
し
、
今
後

も
人
間
が
年

老
い
て
い
く

自
然
の
摂
理

と
共
に
あ
る

程
度
抗
え
な

い
部
分
も
あ

り
ま
す
。
認

知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

病
気
で
す
。
も
し
自
分
が
認
知
症

に
な
っ
た
時
、
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
？
ど
う
し
て
欲
し
い
の
か
？

を
常
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
最
期

ま
で
で
き
る
だ
け
、
そ
の
人
の
尊

厳
を
大
切
に
「
認
知
症
と
闘
い
、

認
知
症
の
人
と
と
も
に
生
き
、
健

康
長
寿
を
全
う
す
る
」
こ
と
を
実

践
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

鴫
原
先
生
／
生
活
の
改
善
と
ケ

ア
・
リ
ハ
ビ
リ
を
含
み
、
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
だ

っ
て
良
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
適
切
な
診
断
と
、

生
活
改
善
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
治

療
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
北
斗
病

院
に
は
、
専
門
の
医
師
、
ス
タ
ッ

フ
に
加
え
、
脳
磁
図
、
M
R
I
な

ど
十
分
な
検
査
設
備
も
備
え
、
そ

れ
を
活
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
と
情
熱
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
か

し
、
今
後
は
老
健
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
は
も
と
よ
り
、
十
勝
に
お

住
ま
い
の
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

認知症
特集

│
│
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

北斗病院にある
脳磁図検査装置

脳神経内科　 検診　 　  精密医療セ
ンター
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地
域
に
安
心・信
頼・良
質
な
地
域
密
着
型
医
療・全
人
的
医
療
を

　私
は
2
0
1
6
年
10
月
か
ら
北
海

道
の
地
域
医
療
に
従
事
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
回
ご
縁
が
あ

り
、
新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新

得
町
の
大
自
然
と
J
R
列
車
が
疾
走

す
る
風
景
に
魅
惑
さ
れ
、
同
時
に
活

性
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
自
然
の
中

を
散
策
し
て
い
る
と
活
力
あ
る
息
吹

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
ス
タ
ッ

フ
一
同
が
常
に
新
し
い
気
持
ち
で
協

調
し
、
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
対
し
、

安
心
で
信
頼
で
き
る
良
質
な
地
域
密

着
型
医
療
の
提
供
、
及
び
全
人
的
医

療
の
実
践
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま

た
健
康
の
維
持
・
増
進
に
つ
な
が
る

予
防
医
療
を
更
に
発
展
・
充
実
さ
せ

る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　現
在
、
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
機
能
充

実
・
強
化
を
図
る
た
め
、
①
新
し
い
検

査
装
置
（
血
液
自
動
分
析
装
置
・
画
像

検
査
装
置
﹇
C
T
･
M
R
I
﹈
・
上
下

部
消
化
管
内
視
鏡
検
査
装
置
）
・
リ
ハ

ビ
リ
機
器
（
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
マ
シ
ー

ン
）
の
導
入
、
②
I
C
T
を
活
用
し
た

北
斗
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
診
断
・
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
構
築

等
を
中
心
と
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

計
画
中
で
す
。
こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

に
よ
る
重
症
化
予
防
体
制
の
構
築
に

も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　ま
た
、
今
年
度
中
に
次
の
こ
と
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
内
科
一
般
・
脳
疾
患
・
循
環
器
疾

患
・
小
児
科
・
整
形
外
科
・
皮
膚

科
等
の
一
次
医
療
の
充
実
・
強
化

●
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
導
入
に
よ
る
健

康
維
持
・
増
進
、
介
護
予
防

●
検
診
事
業
の
充
実
を
図
り
、
脳
血

管
障
害
・
心
筋
梗
塞
・
癌
・
認
知

症
等
の
疾
病
の
予
防
・
早
期
発
見

●
患
者
さ
ま
に
対
す
る
迅
速
な
専
門

的
医
療
の
提
供

　当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

は
、
結
果
的
に
地
域
の
皆
さ
ま
方
の

生
活
・
人
生
に
寄
り
添
い
、
患
者
さ

ま
の
立
場
を
尊
重
し
た
全
人
的
医
療

の
実
践
に
も
繋
が
る
と
考
え
ま
す
。

新
得
ク
リ
ニ
ッ
ク 

院
長  

一
井

　雄
二

企業さまより医療材料他を
ご寄贈いただきました。
温かいご支援、ありがとうございます。

　新型コロナウイルス感染症流行に伴う医療材料不
足にあえぐ病院も多い中、医療従事者を気遣ってくだ
さる企業さまよりマスク、防護服、ゴーグル等医療材料、
その他をご寄贈いただきました。また、一般市民の方か
らもご寄付をいただきました。
　いただいた物品は地域医療のため、地域の皆さま
のため当法人職員でありがたく利用させていただきま
す。現場の医師、看護師、職員を代表し、心より感謝申
し上げます。

社会医療法人 北斗　理事長　鎌田　一

宮坂建設工業㈱
日立ヘルスケアシステムズ㈱
日本航空㈱
京セラ㈱
㈱ジャパン・メディカル・カンパニー
㈱ユニクロ
アリババクループ
レクサス帯広
フマキラー㈱
日本マクドナルド㈱
順不同（敬称略）2020年7月現在

寄贈頂いた企業

　こ
れ
ら
4
つ
の
ケ
ア
項
目
を
し

っ
か
り
と
行
う
だ
け
で
も
、
頭
と

カ
ラ
ダ
が
す
っ
き
り
し
て
認
知
症

の
症
状
が
軽
快
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

療
法
士
が
そ
の
方
の
能
力
に
合
わ

せ
て
難
易
度
を
調
整
し
た
認
知
機

能
賦
活
訓
練
や
運
動
を
介
し
た
課

題
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提
供
し
ま
す
。

　ま
た
、
生
活
全
般
で
は
施
設
内

せ
る
よ
う
、
日
中
の
趣
味
活
動
や

や
り
が
い
の
あ
る
日
課
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

と
て
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
認
知

症
の
方
が
生
活
の
中
で
「
失
敗
」

を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
、
衰
え
た

認
知
機
能
を
補
う
環
境
作
り
や
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
適
切
な
支
援
や
方

法
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

　「認
知
症
も
良
く
な
る
場
合
が

　ある
」
を
科
学
的
に
解
明

鴫
原
先
生
／

　私
ど
も
の
「
か
け

は
し
」
だ
け
に
限
ら
ず
、
「
認
知

症
だ
っ
て
良
く
な
る
こ
と
が
あ

る
」
こ
と
は
、
医
療
・
介
護
関
係

者
は
知
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

知
っ
て
い
る
だ
け
で
は
説
得
力
が

あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
よ
り
良

い
「
認
知
症
ケ
ア
」
を
提
供
す
る

に
は
、
「
認
知
症
の
程
度
」
を
科

学
的
に
測
っ
て
、
そ
れ
が
本
当
に

良
く
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
示

す
べ
き
で
す
。
で
は
、
ど
う
や
っ

て
「
認
知
症
の
程
度
」
を
測
れ
ば

良
い
の
で
し
ょ
う
。
専
門
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
「
心
理
検
査
」
は
と
て

も
重
要
で
、
頼
り
に
な
り
ま
す
。

加
え
て
北
斗
病
院
に
は
、
「
脳
磁

図
」
と
い
う
、
「
脳
の
は
た
ら
き

を
測
る
」
こ
と
が
で
き
る
検
査
装

置
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
「
か

け
は
し
」
に

入
所
し
た
21

人
の
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患
者
に
ご
協

力
い
た
だ
き
、

心
理
検
査
と

脳
磁
図
検
査

を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
で
、

3
カ
月
程
度

の
認
知
症
ケ

ア
の
前
後
で
、

認
知
症
の
程

度
と
脳
の
状

態
が
ど
う
変

わ
る
か
調
べ

て
み
ま
し
た
。

す
る
と
「
偶

然
」
で
は
説
明
で
き
な
い
程
度
に
、

認
知
症
の
症
状
が
改
善
し
、
そ
れ

と
呼
応
し
て
、
脳
の
働
き
に
も
変

化
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
ま

し
た
。
つ
ま
り
私
た
ち
が
普
段
か

ら
感
じ
て
い
る
「
認
知
症
だ
っ
て

良
く
な
る
こ
と
が
あ
る
」
は
、
気

の
せ
い
で
は
な
く
、
事
実
だ
と
い

う
事
が
示
さ
れ
た
わ
け
で
す
。
こ

の
成
果
は
科
学
的
に
正
し
い
と
し

て
、
国
際
科
学
雑
誌
「
サ
イ
エ
ン

テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ツ
」
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　最後
に

金
藤
先
生
／

認
知
症
は
未

だ
医
学
の
力

の
及
ぶ
範
囲

が
極
め
て
狭

い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ

ん
し
、
今
後

も
人
間
が
年

老
い
て
い
く

自
然
の
摂
理

と
共
に
あ
る

程
度
抗
え
な

い
部
分
も
あ

り
ま
す
。
認

知
症
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

病
気
で
す
。
も
し
自
分
が
認
知
症

に
な
っ
た
時
、
ど
う
し
た
ら
良
い

の
か
？
ど
う
し
て
欲
し
い
の
か
？

を
常
に
問
い
か
け
な
が
ら
、
最
期

ま
で
で
き
る
だ
け
、
そ
の
人
の
尊

厳
を
大
切
に
「
認
知
症
と
闘
い
、

認
知
症
の
人
と
と
も
に
生
き
、
健

康
長
寿
を
全
う
す
る
」
こ
と
を
実

践
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

鴫
原
先
生
／
生
活
の
改
善
と
ケ

ア
・
リ
ハ
ビ
リ
を
含
み
、
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
だ

っ
て
良
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
に
は
、
適
切
な
診
断
と
、

生
活
改
善
や
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
の
治

療
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
北
斗
病

院
に
は
、
専
門
の
医
師
、
ス
タ
ッ

フ
に
加
え
、
脳
磁
図
、
M
R
I
な

ど
十
分
な
検
査
設
備
も
備
え
、
そ

れ
を
活
か
す
ノ
ウ
ハ
ウ
と
情
熱
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
活
か

し
、
今
後
は
老
健
に
入
所
さ
れ
て

い
る
方
は
も
と
よ
り
、
十
勝
に
お

住
ま
い
の
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

お
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
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う
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サ
ウ
ナ
、休
憩
を
セ
ッ
ト
で
お
こ
な

い
、直
後
の
食
事
で
カ
ロ
リ
ー
を

し
っ
か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
べ
し

食
事
は

サ
ウ
ナ
に
入
っ
た
後
に
す
べ
し

水
分
補
給
に
も
注
意
。サ
ウ
ナ
前

と
途
中
は
糖
分
の
な
い
も
の
を

飲
む
べ
し
。オ
ス
ス
メ
は
炭
酸
水

■関連施設
北斗病院 .................................................................（帯広市）
北斗クリニック .........................................................（帯広市）
十勝リハビリテーションセンター...............................（帯広市）
サービス付き高齢者向け住宅 あやとり....................（帯広市）
十勝自立支援センター介護老人保健施設 かけはし（帯広市）

ほくと自立支援ホーム/カンタキあおぞら..................（帯広市）
上士幌クリニック/介護老人保健施設かみしほろ （上士幌町）
新得クリニック .........................................................（新得町）
熊谷総合病院 .............................................（埼玉県熊谷市）
HOKUTO画像診断センター............（ロシア・ウラジオストク）
HOKUTOリハビリテーションセンター （ロシア・ウラジオストク）

すべてのお問い合わせ ☎0155-48-8000〈北斗コールセンター〉
お気軽にお問い合わせください

サ
ウ
ナ
の
教
科
書

医
者
が

教
え
る

其の4

　週
に
5
日
は
サ
ウ
ナ
に
足
を
運
ん
で
い
る
と
い
う
帯
広・北
斗
病
院
に
勤
務
す
る
加
藤
容
崇
医
師
。一
方
で
、日
本
サ
ウ
ナ
学
会

を
立
ち
上
げ
、『
と
と
の
う
』を
は
じ
め
と
す
る
サ
ウ
ナ
の
効
果
を
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
解
明
す
る
取
り
組
み
も
お
こ
な
っ

て
い
る
。そ
ん
な
サ
ウ
ナ
ー
加
藤
医
師
に
サ
ウ
ナ
の
効
果・効
能
の
真
偽
を
聞
い
て
み
た
。
米
谷
真
人 （『TA
BILA

BO

』よ
り
引
用
）

サ
ウ
ナ
に
入
っ
て
さ
え
い
れ

ば
た
く
さ
ん
食
べ
て
も
痩
せ

る
、
そ
ん
な
魔
法
の
よ
う
な

効
果
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
で

は
、
何
を
食
べ
れ
ば
い
い
？

　
オ
ス
ス
メ
は
沖
縄
料
理
で
す
。
ラ

フ
テ
ー
み
た
い
な
高
カ
ロ
リ
ー
の
も

の
で
は
な
く
、
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル

ー
な
ど
香
り
の
い
い
野
菜
を
使
っ
た

料
理
。

　
サ
ウ
ナ
の
あ
と
は
感
覚
機
能
が
向

上
し
、
満
足
感
を
得
や
す
い
。
風
味

を
よ
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

で
、
カ
ロ
リ
ー
が
低
く
、
香
り
が
い

い
食
べ
も
の
で
ご
ま
か
す
の
は
ひ
と

つ
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
す
。

　
　
　ダ
イ
エ
ッ
ト
に

　
　
　効
果
的
な
入
り
方
は
？

　
代
謝
の
向
上
と
い
う
観
点
で
は
、

空
腹
状
態
で
入
っ
た
ほ
う
が
効
果
的

で
す
。

　
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
を
指
標

に
す
る
と
、
こ
の
効
果
は
フ
ァ
ス
テ

ィ
ン
グ
に
近
い
。
フ
ァ
ス
テ
ィ
ン
グ

っ
て
、
18
時
間
以
上
何
も
食
べ
な
い

と
、
食
事
に
よ
っ
て
摂
取
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
使
っ
て
活
動
す
る
モ
ー
ド

か
ら
、
体
の
中
に
貯
蓄
し
て
あ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
活
動
す
る
モ
ー

ド
に
切
り
替
わ
る
ん
で
す
。
『
栄
養

が
こ
な
い
。
ピ
ン
チ
だ
』
と
体
が
反

応
す
る
わ
け
で
す
。

　
直
前
に
食
事
を
取
る
と
、
フ
ァ
ス

テ
ィ
ン
グ
モ
ー
ド
が
解
除
さ
れ
て
し

ま
う
の
で
効
果
が
弱
ま
り
ま
す
。

　
　
　水
分
補
給
に
も
注
意
？

　
サ
ウ
ナ
に
入
る
前
、
途
中
、
入
っ

た
後
に
糖
分
を
摂
取
す
る
と
い
う
実

験
で
興
味
深
い
結
果
が
出
ま
し
た
。

　
じ
つ
は
、
サ
ウ
ナ
の
前
と
途
中
に

糖
分
を
摂
取
す
る
と
甲
状
腺
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
が
増
加
せ
ず
、
代
謝
ア
ッ

プ
の
効
果
が
打
ち
消
さ
れ
ま
す
。
サ

ウ
ナ
の
後
に
摂
取
す
る
ぶ
ん
に
は
影

響
は
な
い
の
で
す
が
。

　
サ
ウ
ナ
途
中
の
水
分
補
給
は
炭
酸

水
が
オ
ス
ス
メ
。
体
の
冷
却
効
果
が

高
く
、
水
風
呂
を
よ
り
冷
た
く
感
じ

ら
れ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
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